
⽇本学術振興会主催 公開シンポジウム
事故による⼦どもの傷害を予防する

ー⼦ども中⼼の新たな予防システムの構築へー

データを成育環境デザインにつなげる現場共創型総合科学の創造

「データを地域の傷害予防につなげる⼤村市の取り組み」

出⼝貴美⼦

認定NPO法⼈ Love & Safety おおむら 代表理事
キッズ＆ファミリークリニック 出⼝⼩児科院 院⻑



保育園・幼稚園
⼩学校・中学校
⼤村市教育委員会

⼤村市医師会
⼤村市市⺠病院
⻑崎医療センター
⼤村東彼⻭科医師会
⼤村東彼薬剤師会

⼤村警察署
⼤村消防署

産業技術総合研究所
⼈⼯知能研究センター
東京⼯業⼤学

⼤村市
&

Love & Safetyおおむら

安全

教育機関

医療機関 研究機関

⼦ども
安全管理
⼠協会

認定NPO法⼈ Love & Safetyおおむら 2022 組織図
科学的な事故予防；信頼あるデータの収集と分析そして共有のシステム

⼈が変わってもシステムが変わらない仕組みづくり

信頼ある事故データの収集
⼤村市の危険地図
安全教育

信頼ある事故データ収集
教育施設の危険地図
安全教育
⼦ども安全管理⼠養成

⼦ども達への⼼肺蘇⽣法教育
チャイルドシート教育
⼦ども達への安全教育

⼤村市での事故データの分析
市⺠へのフィードバックツール作成
安全教育のアップデート

⼦どもの事故予防活動のリーダー
安全教育のファシリテーター



地域でデータを活⽤した事故予防の取り組み
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病院データから始まった⾃転⾞事故予防プロジェクトとその効果

病院、保育園、学校での信頼あるデータを活⽤

（2010/3~2021/12現在） 収集したデータの件数

• 幼稚園・保育所 2335件
• ⼩学校 770件
• 病院 2138件

保育園・幼稚園の事故マップ作成データ収集 情報共有；現場に落とし込む

⻑崎県を中⼼に全国の
保育⼠
幼稚園教師
地⽅議員 など
第６期；88名参加

⼤村市の病院データ 地元の⼩学校で⾃転⾞実験 データに基づいて
⾃転⾞事故予防啓発
パンフレットやビデオ作成

効果検証

⼤村市の⾃転⾞事故減少

⼤村市⼦ども安全管理⼠講座

• 子どもの傷害に関連した製品では、
•自転車が圧倒的に多い

「⾃転⾞の安全」を、⼤村市が優先的に
取り組む課題として決定！



データ活⽤の意義；
⼈と⼈の繋がりにデータが寄与

• 地⽅には地元愛があり、そこで育まれる未来あ
る⼦ども達の命を守ることはとても重要

しかし、どのように伝えるかが課題

その中で、
• 地域に密着した活動で得た信頼あるデータが
⼈との繋がりの架け橋となる

• 科学（データ収集と分析とフィードバック）が、
その信頼を⾼め、関係性を深める⼒となる


